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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

  (１) ２粒播種の理論的な欠株率は、発芽率90％の場合で１％、80％の場合で４％であり、実用上問題が

ない。 

  (２) ２粒播種によって、間引の作業時間は従来の３粒播種に比べ40％短くなる。また、収穫までに要する

作業 

    時間全体では８％省力化できる。 

  (３) 種苗費は従来の3粒播種に比べ、30％程度低下する。 

  (４) ２粒播種による収量、品質への影響はみられない。 

  (５) 吸引式播種機により高精度の２粒播種が可能である。 

 

 ２ 期待される効果  

 

   ダイコン栽培において栽培の省力化、低コスト化を図ることができ、規模拡大が容易となる。 

 

 ３ 適用範囲 

 

  県内のダイコン産地 

 

 ４ 普及上の留意点 

 

  出芽が種子の発芽率以外の要因（土壌条件等）で規制されると予想される場合は、従 来の３粒播種と

する。 

 



 


